1月25日（月）実地試験
天気も実地試験日和（風そこそこ正対5Kt以下、視程そこそこ、積雲あまりいらない）の
1月25日、久しぶりの実地試験でした。猿楽（さるがく）さんがモーターの自家用、大分から熱心に通われた九州の星、後藤さんは中級滑空機からの限定変更の実地試験でした。9時：試験官到着と同時に試験が始まりました。
朝の挨拶から試験が始まります。




その後の経過は「可視化」してはいけないと言うことで、全て割愛。
こんな記載がボードに！！！！



猿楽さんの実地試験を待っている間には、
受験生が曳航パイロットへ曳航の打ち合わせの練習をしています。
「エーーーー、本日はお日柄も良く、、、、」なんて言っている訳ないか！！！




どんな攻防が有ったかわかりませんが、「全員合格」恒例の記念撮影です。




左から：
九州の星：遠藤さん（後藤さんの立ち会い教官）
九州の太陽：後藤さん（グライダー受験生）試験官
大利根の太陽：猿楽さん（モーターグライダー受験生）
大利根の星：俊平（猿楽さんの立ち会い教官）みなさん、お疲れさまでした。
ご両名、おめでとうございます。

（文、写真：中澤）

1月25日（月）
グライダー1人、モーターグライダー1人の実地試験が始まっています。

朝の挨拶です。
この後、一人ずつ口頭試問が行われます。



ちょっと、日付が後先ですが、
1月23日の実地試験前の訓練風景です。
受験生が曳航機のパイロットと曳航の打ち合わせを行っています。
これも大事な操縦士の仕事です。



左から、曳航機担当：原・受験生：後藤・教官：山本・お手伝い：合田
担当教官：遠藤の面々。

中澤　愛一郎様作
